
5 .アクセサリー
マイクロへツドホン
プチホン型

HS-7 

プチホン型イヤホン

HS-8 

アダプター付シーベル金具

BH-5 
モービルプラケット

MB-4 (;主)

CTCSSユニッ卜

TSU・3

間 Cdバッテリ-

PB・2
8.4V 
500mAh 

Ni~Odバッテリ­

PB・4
7.2V 
1600mAh 
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CTMB.4は車種によって，ドアガラスの引き込み部分には取り付けのできない

ことカずあります。

-VOX付ヘッドセットHMC.1は，本機には使用できません。

関CすCSSニlニット(TSU-3)

トーンスケノレチ(CTCSS)は，多くの局が同じ周波数で運用しているとき，

サブトーン周波数を付加することにより特定局を選択できるようにする方式

です。

TSU・3は， 67.0~250.3Hzの聞で37ì皮のサブトーンが選べます。

トーンスケルチを動作させるには， SQLツ7 ミを反時計方向に回し切りま

す。これにより同じトーン周波数の信号が入感したときのみスケルチが開き，

受信します。解除はSQLツマミを時計方向に回します。トーンスイッチをON

にすると，送信時にトーン信号がかかります。 トーンスケルチ状態で，他局

がそのチャンネノレを使用しているかどうかを確認するには，モニタースイッ

チを使います。

コート区分

デイツプスイッチの/ブ位置

。

周波数表

周這Eミヱとチ 1 12 314 516 I07.2Hz 110 011 010 167.9Hz 011 1 10 110 
67.0Hz 011 010 011 IIO.9Hz 011 011 010 173.8Hz 111 110 110 
71.9Hz 111 010 011 114.8Hz 111 011 010 179.9Hz 010 01 1 110 
74.4Hz 。。 110 011 118.8Hz 。。 111 010 186.2Hz 110 011 110 
77 .OHz 110 110 011 123.0Hz 110 111 010 J92.8Hz 011 011 110 

79.7Hz 011 110 011 127.3Hz 011 111 010 203.5Hz 111 011 110 
82.5Hz 111 110 01 1 131.8Hz 111 111 010 210.7Hz 010 111 110 

85.4Hz 010 011 011 136.5Hz 010 010 110 2IB.IHz 110 111 110 

88.5Hz 110 011 011 141.3Hz 110 010 110 225.7Hz 011 111 110 

91.5Hz 011 011 011 146.2Hz 011 010 1 1 0 233.6Hz 111 111 110 

94.8Hz 011 110 010 151.4Hz 111 010 110 241.8Hz o J 0 010 011 
IOa.oHz 111 110 010 156.7Hz 010 110 1 10 250.3Hz 110 010 011 

I03.5Hz 010 011 。。 162.2Hz 110 110 110 

UHF FMトランシーパ‘ー
組み込みの手順

1 .セット背面の4本のネジをはずします。

2.セットを表に返し， PTTスイッチ側から前面のケースを開けます。

3.ユニットの両側tlに，付属のガイドをはめこみます。
4.ユニットを，本体基板と底面の聞に組み込みます。

セット底面の窓から目隠板をはずしユニットのスイッチがみえるように

してくたさい。

5 .ユニットのコネクタを，本体に差し込みます。ユニットの線は，必ず本

体のフレキシブノレコードの下を通してください。

6. TSU-3を取り付けた後，コネクタ横のJP2をカットしてください。
7. スポンジの紙をはがして，ユニット基板の中央付近に貼りつけます。

8. ケースをかぶせ，ネジをしめます。

医密密圏

取扱説明書

フレキシブJレコード

-アンテナを完全に取り付けてお使いください。アンテナはエレメントでな

く，コネクタ一部を持って回してください。また周定運用は，外部アンテ

ナのご使用をおすすめします。

・内部は調整済みですので手を触れないでください。

-外部電源は，必ずDCIN端子を使ってください。故障の原因になりますの

で， 7.2V以下または， 16V以上の電圧を加えないでください。

・外部電源用には，必ず専用のDCコード(オプション)をお使いください0

・TONEスイッチは，オプションのTSU-3専用です。

O 
株式会社ケyウッド:
!くEI¥IWOODCORPORATION 

。PRINTEDIN JAPAN B50-8156寸0(T)
88/7654321 87/1211109876543 

お買いあげいただきましてありがとうござし、ました。

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

本機は日本国内専用のモデルですので、外国で使用することはできません。

ご使用のまえに

o 
1 .定格

6 .参考
申請書の書き方
本機により，アマチュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事

項を間違いなく記載してください。また，本機はJARL登録機種ですから，保
証願に登録番号T106を記載することにより，送信機系統図を省略することが
できます。

無線局事項書及び工事設計書

周波数範囲 430.000MHz-439.990MHz 

電波型式 F3(FM) 

使用温度範囲 -20'Cー+50'C

アンァナインピーダンス 50Q 

電源電圧 電池(定格電圧) 6.3V-15V(8目4V)

外部電源(基準電圧) 7.2V-16V (13.8V) 
般
消費電流 送信時 (HI) 2.5W時 k.1.J1.2A (8.4V) 

f士
5W時 2.0A以下(13.8V)

(LOW) 0.5W時 0.9A以下

様 受信待受持 約55mA

バッテリーセーパ一時 約20mA

寸法 幅×画さX厚みI(突起物なし) 67Xl73X37(mm) 
I (突起物含む) 70 X 181 X 39 (mm) 

重量 (アンテナ，マンガン電池含む) 約520g

送信出力 13.8V時 (DCIN) Hi 5W Low 0.5W 

12V時(電池端子) 日約5W LowO.5W 

送 8.4V時(電池端子) Hi約2.5WLow 0.5W 

f言 7.2V時(電池端子) Hi約1.5WLow 0.5W 

部 変調方式 リアクタンス変調

最大周波数偏移 士5kHz

スプリアス発射強度 -60dB以下

受信方式 ダブルスーパーへアロダイン

中間周波数 第11F 30.825MHz 
受

第21F 455kHz 

{言
受信感度 12dB SINAD 12dBμ(0.25μV)以下

スケJレチ感度 -16dBμ(0.16μV)以下

部
選択度 -6dB幅 12kHz以上

-40dB幅 28kHz以下

低周波出カ (8Q負荷，ひずみ率10%) 350mW以上

品九円βF:!J一己寸w
22工事政計 第 1送倍機 携

型渡発な射電式数可。波の能の範周
s<:30川1'11帯1"3

周

変調の ヅア79ジス量調
方式

5管併2←~電名称個室生 MS7ηIMxI 
圧入力 12 v 17 w v 

語の協和閉式

その也工・立針 11植法第3章に蝿定する条件に

" 
4 

430-440MHz 

ご注意:jHIJ定法はJAIA(日本アマチュア無線機器工業会)で定めた測定法に

よる。定格は技術開発に伴い変更することがあります。

関付属品
アンテナ...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・......・H ・..…..，・H ・..…...・H ・....1本

電池ケース……...・H ・H ・H ・.......・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.......・H ・.....・H ・H ・H ・.1個

ベ/レトフック...・H ・..…...・H ・.....・H ・.......・H ・............・H ・.....・H ・.....・H ・ .1個

防滴キャップ・............・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…・・・ 1偲

小ネジおよぴワッシャー(ベルトフック用)・........・H ・...・H ・-…....・H ・-・各2個
取扱説明書….....・H ・-…・・・・・H ・H ・...・…....・H ・....・H ・...・・H ・H ・...・・H ・H ・....1部

保証書… ….....・H ・.....…....・H ・........・H ・..........・H ・.......・H ・....… …・・ 1部

保証書は必ず所定事項(購入底名，購入日)の記入および記載内容をお確かめ

の上，大切に保存してください。

アフターサービスのお問合せは、

購入唐または最寄りの当社サービスセンター

営業所をご利用ください。

商品に関するその他のお問合せは、

お客様相談室をご利用ください。

電話(03)486-5515 

1くENWOOD
株式会社ケフウッド
東京都渋谷区渋谷2-17-5(シオノギ渋谷ビlレ)干150

電話(03)486-551 1 

2 .電池
関電池のセッティング

ストッパー

付属の電池ケースに単 3型マンガ

ン電池，またはアルカリ電池6本を

EB8の印のとおりに入れてください。
(マンガン電池は高性能タイプをおす

すめします。)

電池ケース①は，ケース②に一定
の方向にしか入りません。ストッパ電池ケース②

ーを奥にして上下の形状を確認して

から，入れてください。形の合わな

いまま無理に入れると，破損の原因

になります。

関電池ケースの本体取り付け，取り外し

開運用時間

電池の種類による運用時間は，下図のとおりです。
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ご使用いただける下限の目安

30 60 120 240 270 
(介)

90 

マンガン電池をご使用の時は，Low司Powerでの交信をおすすめ致します。

Ni・Cd電池をご使用の時は， BATT表示が点灯したら直ちに充電してくださ
し、。

長時間の運用をされる時は，なるべく Ni-Cd電池をご使用ください。



上操作
盟各部の名称、と機能

①②③  

⑤ 

④ 

⑥ ⑦⑧  

①アンテナ用コネクター:付属のアンテナのコネクタ一部を挿入して，右に

回し，し守かり固定してください。

② DC IN 端 子:外部電源用の端子です。 7.2V-16Vの範囲でお使
( いください。中心が(B，外依1)がθです。極性に十

@ー通〉一θ 分注意してく戸川
'-"'" ご注意:外部電源をご使用の問も，パvテリーパックは外

ES さないでください。

~駆
者，1r

庄同二〉可
W~.5mm 

DCコードは，必ず電源スイッチを切ってから挿入
Lてください。
外部電源用には，必ず専用のDCコード(オプショ
ン)をお使い〈ださい。

本機のDCIN端子に適合しないプラグはご使用に

なれません。
PG・2V，PG-3Cプラグ寸法図

③ MIC 端 子・外部マイクロホン用の端子です。

④ SP 端 子:外部スビーカーまたはイヤホン用端子です。

⑤ TONE スイッチ :ON サブトーンは送信されません。

オプションのTSU.3を組み込んだ場合は，
あらかじめ設定されたサブトーン周波数を

送信します。

OFF オフセットが+かーの時は， 88.5Hzのサブタ
トーン周波数を送信します。シンプレック

スの時は，サブトーンは送信しません。

⑥ Hi-LOWスイッチ:送信出カを切り換えるスイッチです。近距離交信
JIL.-.. では， LOWの位置でお使いください。電池の消耗

が少なくなり，動作時間が延びます。

⑦ SQL ツ マ ミ:通常は，時計方向に回して，無信号時の“ザー"
という音を消すスケノレチ動作に使います。 T.SQ

(トーンスケノレチ)の位置にしますと，オートス

ケノレチ状態になり，一定の信号レベル以下を，自

動的に消します。オプションのTSU-3を取り付け
たときは， トーンスケルチのON-OFFスイッチに
なります。

⑧ VOL ツ マ ミ:左回し切りで，電源OFFになります。

⑨ LCDディスプレイ:
⑪ 

⑫ 

⑩現在動作中の周波数が表示されます。

⑪送信中は IONA直]表示が出ます。

⑫スケノレチが開いている間は直亘歪己表示が出ます。

⑬受信周波数に対する送信周波数の+ーを隠します。表示なしは，シンプレ

ックス(同一)です。

⑭リパース動作中であることを示します。

⑬使用中のメモリーチャンネルナンバーを表示します。

⑬電源電圧が規定以下になったとき匪盤面薗表示が出ます。

電池交換 (Ni.Cd電池の場合は充電)を行ってください。

⑫メモリーチャンネル:周波数のメモリーチャンネル指定や，メモリー呼

キー ぴ出し用のキーです。メモリーチャンネノレ使用中

は， LCDディスプレイにチャンネルナンバーが表

示されます。

関周波数の設定

⑨ LCDディスプレイに表示されている数字が動作中の送受信周波数です。周
波数の設定には圃，国キーを用います。圃キーを 1回押す(閉キーは逆

に動作)と， 10kHz上がります。 1秒以上園キーを押し続けると，連続的に
上がります。

圃キーを搾しながら固キーを押すと， UPの早送りになります。

究大+ も→ー送り

国キーを押しながら副キーを押すと， DOWNの早送りになります。

司可¥+ 可魚弘 → ∞…W 

早送り中は受f信言していません。
上限の周波数に達すると，再ぴ一下限の周波数からになります。

⑫

⑩

⑩

⑫

 

⑧ 

一一一一一-cコ二二二コー÷ 一一一一
⑧ 

⑧ 

⑫

⑫

⑧

 

⑫ 

⑧ 

取
れ
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上限

⑫ 上限 下限

下限

⑩LAMP キ 一:LCDディスプレイの照明用スイッチです。 盟スキャン

⑩ OFFSET/R キ ー:受信周波数に対する送信周波数の+ーを設定しま

す。キーを押すたぴに+5MHz→ -5MHz→0→

+5MHzと変わります。
仁函コキーを押した後OFFSET/Rキーを押すと，送
信と受信の周波数が異る時，送信と受信の周波数

を反転させます。

再ぴこれらのキーを押すと，解除されます。

スキャン幅は，受信周波数範囲の全域で，ステッフ。は10kHzです。スキャ

ン動作の前にSQLツ7 ミを右に回して，“ザー"という音を消します。

周波数の高い方へスキャンさせるには，圃を押した後E亘亙阻キーを押し
ます。スキャン開始後，信号が入ってスケノレチが開くと，スキャン動作は自

動的に解除されます。スキャンを途中で停止したいときは，直豆互団キー，

または区画豆E スイッチを押します。
周波数の低い方へスキャンさせる時は，上言己の函を固に置き換えてくだ

さい。

⑩ SCAN キ 一:スキャンを開始，終了させるキーです。UP，DOW
Nキーと併用することで，表示中の周波数から，

10kHzステッフ.で430.000-439.990MHz帯をスキ
ャンします。信号が入札スケノレチが開くとスキ

ャンは解除されます。

オートバッテリーセーパー(ABS)

受信状態で，スケルチが閉じたまま 1分以上キーを操作しないと，自動的
にバッテリーセーブ状態になります。スケルチが開くか，またはキー操作開

始でバッテリーセーブは解除されます。

⑧ UP，DOWN キ ー:周波数設定用キーです。両方のキーを併用するこ
(園，閉) とで，早送りができます。 関メモリーの書き込み

書き込みのできるチャンネルは3つあります。仁王コ，仁互]，[三日のキーが

それぞれのチャンネノレを示します。⑫メモリー書き込み:メモリーチャンネノレキー(⑫)と併用して，周波

数をメモリーします。

⑫ F‘LOCK (周波数固定):前面ノマネノレのキーは， このキーとLAMPキー以外

キー のキーを除いて，動作しなくなります。

チャンネノレ 1に書き込むには，最初に仁亙コキー，続いて仁王コキーを押
します。これでLCDディスプレイに表示中の周波数がチャンネル 1に記憶さ
れます。

(例)433.760MHzをチャンネノレ 1に書き込むには，

1 .園，困キーの操作により，周波数を
433.760MHzに設定します。

⑮スピーカー

⑧マイクロホン

c:f!fu ⑧電池ケース 2.仁函コキーを押します。

⑫ MONITORスイッチ:このスイッチを押している間だけスケルチ動作を
解除します。 3.仁函コキーを押して 5秒以内に

仁王コキーを押します。

ロコ⑩ PTT (Push To Talk) 送信するときは，このPTTスイッチを押しながら，
ス イ ッ チマイクロホン(⑧)に向かつてお話しください。

⑮リリースボタン:バッテリーケースを取り外す時，このボタンを押

しながら電池ケース(⑮)を反時計方向に回しま

す。

4.書き込みは終了しました。

メモリーに書き込めるのは， LCDディスプレイに表示中の周波数，
およびオフセットです。

関受信

電池ケースとアンテナの接続が終わりましたら，次の順序で操作してくだ

さいロ

1 .震源スイッチ (VOLツ7 ミ)をONにします。 LCDディスプレイに周波

数が表示されます。

2. VOLツマミを右に回すと“ザー"という雑音，または交信中の音声が間

こえてきます。

3.. SQLツマミを右に回して，無信号時の“ザー"という音を消します。

4. UP，DOWNキー(圃，閉)で希望の周波数を選ぴます。

関メモリーの呼び出し

メモリーの呼び出しは，メモリーチャンネノレキーを押すだけの，ワンタッ

チ動作です。(クイック・メモリー・リード)

(例)433.220MHzで動作中に前項で書き込んだチャンネル1を呼び出すには，

1 .現在の周波数。

2 .仁王コキーを押す。

3 . LCDディスプレイはチャンネノレ仁口
の周波数になりました。これで完了です。

関送信

ご注意:送信する前に，必ずその周波数を受信し，他局が交信していないこ

とを確認してください。

ハイパワーで長時間送信すると，機器の温度が上昇し，故障の原因

となるニともありますので，ご注意下さい。

1. PTTスイッチを押します。

LCDディスプレイに区画ヨ軍司表示が出ます。これで送信状態です。
2 .正面スピーカー右下の7 イクロホンに向かつて話してください。マイク

ロホンと口の間隔は， 5cm伎が適当です。

呼ぴ出しを解除するには，

4.再ひ亡王コキーを押します。

前の周波数に戻ります。

マイコンパックアップ用リチウム電池について

本機は， リチウム電池でメモリーのパックアップをしています。このため

電源スイッチを切っても，メモリーは保持されています。電源スイッチをい

れたとき，前にメモリーした周波数が消えるようでしたら， リチウム電池の

寿命です。早めに電池交換を行ってください。

ご注意:マイコンパックアップ用リチウム電池を交換する場合は，購入1苫，
または最寄りのサービスステーションにご相談ください。

層調レピーター運用

UHFの電波帯は， HFの電波とは異なり，いわゆる見通し距離の範囲内で
しか利用できません。図 1のように，交信しようとする相手との中間に高い

ビノレとか山などがある場合，見通し範囲外になります。そこでビルの屋上や

山の項上にレピーター(自動中継局)を設置します。

例えば図 2のようにAさんから434.64MHz(サブトーン周i皮数88.5Hz，以
下同じ)で送信し，これをレピーターの受信部で受信します。 Aさんとビノレ
の屋上は見通し範囲内ですから， Aさんの電波はビlレの屋上で強力に受信で
きます。

434.64MHzを受信したレピーターは，これを439.64MHzに変換して， Bさ
んに送信します。ビルとBさんとは見通し範囲内ですから，ビノレ屋上からの
電波はBさんが強力に受信できます。

BさんからAさんへの送信も， AさんからBさんへの送信と同じですロ
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日さん

操作(受信周波数439.640MHzのレピーターの場合)
1.オフセット表示を闇にします。

2.受信状態で，周波数を439.640MHzlこ合わせます。
3. TONEスイッチがOFFであることを確認します(サブトーン周波数は

88.5Hzになる)。
4. SQLツ?ミがT.SQON位置にないことを確認します。

5.送信すると， 434.640MHzで送信され， LCDディスプレイに434.640を
表示します。

これによりレピーターが運用されます。

ご注意:

オプションのTSU.3を組み込んで， TONEスイッチをONにすると，サブ
トーンはデイ yプスイッチで設定した周波数になります。将来， 88.5Hz~汐十
のサブトーンを使用するレピーターが設置された場合に有効です。

盟運用にあたってのご注意

電波を発射する前に JAIA 
ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があり運用さ

れています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマチュ

ア局が電波法令を満足していても，不調lの電波障害が発生することが
あり，移動運用の際にはじゅうぶんご注意ください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要の場合は管理

者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車両内，業務用無線局及ぴ中継

局周辺等。

参考無線局運用規則 第 9章アマチュア局の運用(発射の制限等)

第258粂

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の運用又は

放送の受信に支障を与え，若しくは与えるおそれがあるときは，

すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければなら

ない。以下略

仁 保守
重量故障とお考えになる前に

際議範重重11m誼翠涯軍機盤蚕遍面通言語通通~'11盤誕選総経逸品讃輯醐

1.スピーカーから音が出ない。または受信できない。

SQLツマミを反時計方向に回して口記宣白表示を出して下さい。
2.キーを押しても表示が変化Lない。

匡王豆亘司キーをお確かめください。

3.バッテリーから外部電源に切り換えた時，表示が消える。
電源スイッチを入れ直してください。

関アフターサーピス

1 .保証期間はお買い上げの日より 1年間です。
正常なご使用状態でこの期間内に故障が生じた場合は，お手数ですが製品

に保証書を添えて，購入居または，当社サービスセンターにご相談くださ

い。保証書の規定に従って修理いたします。

2 .保証期間経過後の修理についても，購入唐または，当社サービスセンタ

ーにご相談ください。修理によって機能が維持できる場合にはお客様のご

要望により，有料で修理いたします。


